
 

 

日  時  令和３年 11月 11日（木）午前９時 40分から午後３時 05分までの間 

出席委員  外山委員長、小長谷委員、長澤委員、稲田委員、松永委員 

 

第１ 審議･報告案件 

   県警から、次のとおり報告を受けた。 

 １ 街頭防犯カメラの運用状況について【生活安全部】 

 ア 整備計画等 

○ 令和元年度から３か年計画で、固定式と可搬式の２種類の街頭防犯カメラを整備 

している。 

○ 固定式カメラについては、犯罪多発地域（ホットスポット）における犯罪抑止を目 

的に、合計 35台を運用している。 

○ 可搬式カメラについては、不審者事案の発生抑止や見守りの空白地帯の解消、自主 

防犯活動の促進などを目的に 45台を導入しており、６か月ごと５期に分け、県下９ 

地区に５台ずつ設置しており、現在４期目となる。 

イ 運用状況等 

○ 運用状況 

   固定式カメラ 可搬式カメラ（第４期） 

運用時期 令和元年 11月１日～現在運用中 令和３年９月～令和４年２月 

東 部 清水町玉川地区、沼津市今沢地区 沼津警察署下香貫交番管内等３地区 

中 部 
静岡市駿河区大谷地区、石田地区、

八幡地区  

焼津警察署西焼津駅前交番管内等３地区 

西 部 浜松市東区市野地区、西区入野地区  掛川警察署掛川駅前交番管内等３地区 

合 計 35台 45台 

○ 設置効果（令和元年 12月～令和３年８月） 

・ 犯罪減少率等 

固定式設置箇所の一部で「身近な犯罪」が増加した地区もあったが、その他の固定 

式及び可搬式設置地域の大多数ではおおむね減少した。 

増加した地域では、自転車盗の被害が多発したことから、管轄所属で対応を図るこ 

ととしている。 

・ 自治会等による防犯カメラの設置状況 

可搬式防犯カメラ撤去後に自治会等が自主的に設置した防犯カメラは、令和３年 

８月末までに 10地区 57台となる。 

また、表示看板についても５地区で 381枚を自主的に設置している。 

○ アンケート結果（可搬式カメラ設置地域住民 1,115人の回答） 

 ・ 設置により不安は解消された／どちらかといえば解消された･･･52.8％ 

・ 子供の安全確保に効果があった／どちらかといえばあった･･･67.3％ 

・ 地域の防犯意識が向上した／どちらかといえばした･･･58.1％ 

・ 防犯のために防犯カメラが必要／どちらかといえば必要･･･94.4％ 

 



ウ 令和３年度整備進捗状況 

 ○ 固定式カメラ～10月１日から中部１地区、西部１地区で運用開始 

 ○ 可搬式カメラ～９月に第４期の設置が完了し、現在運用中 

 

 

 

 

 ２ 死亡ひき逃げ事件の発生･検挙について【交通部】 

令和３年 11月 10日（水）午前６時頃、富士宮市小泉地先において、交差点を左折した

際、道路上にいた被害者を撥ね、そのまま逃走した被疑者を、同日、過失運転致死・道路

交通法違反（救護措置義務）により緊急逮捕した。 

○ 被疑者 

     軽四乗用自動車運転 

     富士宮市山宮居住 派遣社員 75歳 女性 

   ○ 被害者 

     歩行者（死亡） 

     富士宮市小泉居住 無職 77歳 男性 

 

第２ 個別決裁･報告等 

 １  警察本部庁舎執務室等の割振計画について【警務課】 

２  令和４年静岡県警察運営指針・重点目標案について【警務課】 

３  風営法に基づく営業許可取消しの決定について【生活保安課】 

４  表彰案件・監察案件について【監察課】 

５  公安条例の取扱状況について【警備課】 

６  「はままつ安全・安心の街」合同パトロールの実施について【交通企画課】 

７  公安委員会聴聞（病気事由）該当者について【運転免許課】 

８  静岡県公安委員会事務専決規則の一部改正について【交通規制課】 

９  犯罪被害者等給付金の支給裁定について【警察相談課】 

10  公文書及び保有個人情報開示請求等処理結果（令和３年 10月分）について【警察相談

課】 

11  公安委員会宛て文書等について【総務課】 

 

第３ 運転免許の行政処分 

運転免許の取消しにかかる意見の聴取・聴聞の実施結果と処分に関する説明を受け、14 

件の行政処分を決定した。 

 

委員が「可搬式カメラを設置した地域が、次に固定式カメラを設置するような方向に警

察で指導してもらうとありがたい。」と意見した。 


